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雷管 による爆薬起爆 の研究

〔第2報 :雷管の街軌 こよる起爆 (その2)〕

井 田 一 夫●

第 l報に於ては本研究に関する基礎的事項を文献に

よって調査し,衝撃粒子によって各種雷管の衝動童及

び寒中に於けるそれの減褒傾向を卸定した.第2報に

於ては球就験による雷管衝動畳の測定,衝動量より頗

辞圧力の.#出及び雷管の衝撃力で爆薬が起爆出来るか

どうかを直接測定する方法としてのSPHF法につい
て述べる{

皿.球拭掛=よる官管衝撃力の測定
雷管の衝動最と衝撃振子より更に簡単に測定する方

法として,聾者は球試敦を斑秦する｡

球就験とは適当な一定粛丑の金属球を雷管と接鹿さ

せ.地面より一定の高さに於て雷管を爆発させて球の

飛行掩蔽を求め,その距灘によって雷管の衝撃力を測

定するという纏めて術坤な方法である｡勿論雷管の爆

発によって球は変形するので一回しか使用出来ない

が,金属球として鉛の球を使用すればその球は改鋳に

より線pi宜し使用出来るので,鉛板就験と同様に試験

の経費は安値であり,繰作も簡単であるから,日製品

の威力測定にも充分使用し得る可能性がある｡

3.1測 定 の 原 理

図 1の如く球と雷管とが按放した状憩で雷管を発火

させると球は左方に飛び出す｡この時の球の質量を

Jll,初速を て･｡とすれば,衝撃振子の場合と同法に雷
管の所動盈F'は
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よって決めることが出来る,てloは球の高さ A

,球の純行雄戯Sが既知の場合には,放物件の運動として次式によって決

められる｡V｡-1/亭7許･sl.･･.･….

.."..‥..."....(2)g:

丑カの加速度式 (I),(2)よl)次式が成立

するci-M･S･1/W2h･･-･….....

.……...(3)即ち'一

定亜最JJの球を使用し,球の高さIlを一定とすれ'ぱ球の初速 t･o及び衝動量Eは何れも飛

行距離

∫に比例する俵として計算することが出来,更に第1報2.1項で述

べた雷管の猛虎β及び球の運動のエネルギーは次式によって

計募出来るoB-i/A ･--･･-･- ･･-･.･.

………‥(4)A:雷管の断面積E- ; Mv｡
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･(5)然し実際には一定のM,lzの場合に

ついて,Sに対する t･l,t',Eの関係をグ

ラフにして置けば,球の高さ並並が変らない限り,Sから直ちに サ･｡,



ス球は留守の畑発によって航伽を受けるので轟回新し

いものを使用する｡球の材質としては,球の変形によ

るエネルギー的矢をなるべく少くするためには,解凍

のような硬いものがよいが,鉛球を使用すると改鋳が

出来て銑験費用の跡約となる｡球の成魚は大き過ぎる

と飛行距殿が余りに小さくなって測定洪墓が大きくな

り,韮丑が小さ過ぎると球が飛び過ぎて砂上の痕跡

(落下地点)を揺すのが困難となるので,50g附近が

最も適当である｡従って帯者は通常の就敦には約 5Cg

の鉛球を使用することにしている｡

次に上述の湘定演把即ち球の揃さ -̂50cm,球の貿

丑 IV-50gの場合の飛行距離Sと t･.,J',E との関

係をグラフに示すと図2の如くである｡これにより,

例えば5-25Ccmの場合には点線矢印に従って,t･.-

7.3〔m｡see〕,ll-3.9x101b･cm/'sec〕,E-l.56Uoulej

と直ちに求め得るD
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o;3.3測定法の

吟味球釈放に於ける測舷訊弟としては, (0球の変

形破境による非弾性体としての作用 (球の郷性が小さ

くなると雷･汗の燦発研鍵がそのまま球に伝達されな

くなり,球が完全弾性の場合にのみ甘肝の祈華が姐失

なく全部球に伝過される)aeJ球が飛行中に受ける空

気披講等が考えられる｡然し乍ら/E符の祈撃によるこC
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度は約 5m/secであり,この軽度の適度では空気

抵掛 ま殆んど無税することが出来るので,ここでは変形の大きい鉛球を使用

することがよいかどうかについて検討する｡又球

妖艶によって耐起される虫は衝動流と考えるべきか,エネルギーと考えるべきかについ

て,球の威光を変えて吟味することとする｡

(a) 球の材質によって測定性に丑がないか写

其 2の如く鉛球は雷管爆発後の変形がはげしいが,これに比

べて銅球は信管爆発にj:;)殆んど変形し,JLit一･｡従って鉛

球と餌球とで餅励止i･.(;ま運動エネルギーE

の班が異るかどうかを知って配 こ必砦がある,試料

としては日本化薬匙 6号瞬蒐磁気IG管を使用し,球は 52gの鉛球

及び 36g,133g(r)頗球を使用した｡試験法は図1に示した如くであり,球の就き/1-

_FCcm とした｡試敦結果を衷 lに示す｡即ち,糞 lによっ

て祈WJL'tは鉛球ても鉄球でも('･1じ値となることがわ

かった｡鉛執 まt.:t管･T)頒発に上る謹形がはげ

しいが .V t･lの仏は鉄球と同様に洲延出尖る又運

動のエネルギーは球のけ矧 二間仔するという上;)むしろ球の盃虫増加と共

:=′トさくfLるlql向が溜められる｡

(b) 球の盃蕊によって拙宅仙 二芸が,ないか同じ材質の球

を使用して球のgl瀧 を綿 変々えたiilnAでも,衝動

最或は運動エネルギーEが向じ測ii:肌を示すならば,

その測定依は的理的な滋味fi･持つと思われるが,異った位を示

すならばそれは1Ttf:軸!).e妹のたいものといわね

ばならぬ｡こ/)点を縦 千十,:,試験を行つTAtlle1Euectofmaterial

ofballinballtestfl離 af,isをAsn)ee 盟 ty(_J.) 既 ) k粟 117,:tn;;'･

r.!)''ぐtn 1 cm′see2芸…(meanyaluc)j

……'3)eild SOt! ニC〇 gr･cmSee tfrE:

3.1rJxlot I.3.7×トこ7

3.45xOll U.メ;三×:I.T6ニ9 3.ニ'

IX101 1.C二x:ニ7:t'otc:t･"i.･lndE.lrCetlleulatedf



TAble2 EqectoEweightoEbzlllinballtest

惣 sf.F(T Ai- 1芯 (V｡申 mpu)sc(i-A,Ivd)日 iEcii.;王Tiir.q

Note:tlo,Z'8rLdEarecalcu)atedErom S.TAt)le3TJnPulsivetorcczltthebottom L･ndofdelomtorbyballt

estAy.ifnghflisisn)ceIinitial_Jl:i)Ccity 盲 (鵠 l (Bh

=i.qv::_4)Lu)minate
detonAtOr gr･

cm/seeL8

xlot2.3x

lot2.8xlO4 gr/cm･sec

0.6xlO10,76x10S0.93x101Eu]mi

nahee/.t禁ray.I.. …器 日 謹言…≡

0.79x10】'0.89

〉日05I.OIxlOユた｡儲管飲料には

日本化来襲の6号瞬発砲気筒管を他用し,球としては沌最 36g,133g,205g,?･71g,合

計四前額の窮珠を使用した｡耗敦方法は (a)の場合

と同様である｡耽敬結果を裳2に示す｡衆 2によ

れば衝動敦は球の盛瀧に関係なくほぼ一定であるが,

詔勅エネルギー紘 (a)の敬合と闘技に球の丑丑が大きくな

引こ従って小さくなる｡即ち球紙数により街赦免を改めるこ

とは物理的な意味があるが,超勤エネルギーEは忠妹がないと

いうことが出来る｡3.4 療準雪祭雷管及び霊成

雷管の衝撃力の測定雷管試料としては国際規格によ

る3,6,6号雷兼摂神雷管及び現行 JISによる

テトリール綻成留肝壷_r･使用した｡球

の皿丑J･tは 50g,高さhは 50cm である.測超結果を袈3に示す

｡即ち雷管号数と弗に衝撃力(研助政)が大きくな9

,又同じ骨款ならば常戎懐郷甘J管よりもテトリール

混成雷管の方が独力であることは衝撃粒子による耽験結

果と同快である｡3.5街萱振子による衝撃力と錬鉄取(=よる

街繋力との比放雷管底方

向の所動最は衝撃振子によっても球試験によっても求め柑るが,全く同じ試料雷管を

使用して神た第 t報の衣3と本穀の表3とを比放してプロ･Jトし

たものが図3

である｡Vol.21.No.5.19SO ー

I仰 サ鮎 ･叫 trt鴫'ld叫CorrelationbetⅥ･een"StoiSIpendel'
'testandballLestJREd

l=帖棚Flg.3即ち,衝動盈及び猛虎の

絶対値は球鼓敦では簡単壬.q子に比べて約半分であるが

オーダー;+.丙者で一敦している｡即ち雷管の街幼魚が

egs単位で 101のオーダーであ1),墓皮が 10与のオーダー

であることは柵炎と憩われる｡球釈放の紳助丘が衝撃振子

の場合よ州 ､さいのは,研撃を受ける石塀が環の方が振子

よuJJ､さいこと,及び球は球面に衝撃が加わt･)

転子は平面に衝撃を受けるので,球の場合には

衝崇の損失があるためと思われるo

又図3によると,研額転子:ニよるN･J｡と球妖艶に

よる _VtJ｡



る7)'･,その絶対もA'を吟味するためにも又的理的滋味を

例麻にするためにも,衝軌鼓を燥弟圧力に換,描するこ

とが望ましll､｡

火薬類の頗轟圧力の尖牝は不可能であるが,R野氏

等11は燥逆1-装f=来室から燥さ圧力を計昇する式を噂

出し,これ-1/Ei!によって攻める地利なノモグラムを発

来した｡従ってIf汀常添装亮の頗速と茨晩密度よJ)綿洗
薬来援の軽さ望力は計弟出来る｡

一方,街釣果.V･J;主力萌FH=等い ･ので,譜管

0倍発の際,研撃を与えた時間Lがわかれば,餅撃挺

子等によって測定された JJて.の位からFが.汁訊鵬三,

これより煙菖正力が計昇出来る｡

従って本項-'-_於ては,以上2つのカ法によって雷管

の燥#圧力を計昇し,声i者が一致するかどうかを吟味

することとする｡

4･1 軽遠と装胡密度よL)畑由圧力の計井

(a) 雷管蓑燕の腰速と密度

雷管内の装薬の僻遠に関する実縦倍は極めて少い.

叉木氏まつは熱水力学的墳藩論に Eyring氏の Curvcd

fronttheory を適用し,雷潔熔粉の燥速は ･1,3COm/

卓ell,添装薬 テ トり-ル (装敬療庇 J三-I.2)では

5.27cm/SeCであると計罪した｡又冊管内に装薬を圧搾

するときに;三管口部より圧搾するので,裳茶の密度は

･狩u方向が大きく管底部では小さい｡綿装薬は二回に

分けて圧搾しても雷管底部未婚の装災密度は1570lF汁

するので爆逆は J,EC〇mSeCであるとした亡但しこれ

等は何れも計昇髄であって実測肌ではない｡

木下氏3)は日野氏の可変反応滞畑義治 l)を前腎内装
･Fiの起爆伝額の闘将を適用し,雇触発の在世粂恥 起

煩亮より燕装薬-の煙遠の乾移条件を求めるために,

碓その薬径L7I)DNP及びテトt)-ルの燦速を唱転カ

メラにより実測したOその結果鏑管体内のチトt)-ル

(J----I.55)の爆速は 6,3CrJm:sc･CであったO又ガラス
管に現実した均合は装JliE比菰 J-0.8以上には出来な

いので爆連は 4,5COmJ｢SeCであった｡ガラス野内のテ

トリール爆速については Shcphcr(l氏の 4,6EOm/see

(Jr-1.1)という尖測値もある｡

'E,.39管末姥の畑密圧力計昇のために最̀も知J)たいの

は,銅管捧内の添装薬の頗速であるが,銅評体にする
と不透明となって麺転カメラによる測延は出来心･｡
木下氏による測定法は銅管体の側面に等問矧 ニピンホ

ールをあけ遥転カメラを使用したものであるが,この

噂合装民密度 J≡=t.こ三 となっている｡従って'尖際の

エ某雷管の装fB密度 (圧搾圧力は ICCkg本)を検討す

る必要があるが,福山氏5)の詳細な測定によると圧搾

圧力 ユCCkgJ享 に於ては J-1.4であり,粉作庄和に

伺する又木氏の理論6'･より管底部末端では務壁が15,00'

6

低下するとして栄城の装,I,hA密度は Jこて1.2と考えるの

が妥il'Lと思われる｡従って木下氏の共汎(A-1.85)を

dJ1.2の場合に換昇すると 6,3COm,'sccが 4,8COm/

set:となる｡

又だFtl氏;)等はコンデンサー法 に上J)留守綿装兵

(テトリール)の平均頒達を実激し,約 5,eCCm.sL･Cの

低を得ている｡管底部末端では茨.%繰.渡が′トさいこと
を考慮すれば未婚の燦速は 5,ccOm/st,Ll程度であるi･

思われるO

即ち軽々の報告を綜合すると雷管底部でテトリール

の燥逮 DキミCCCm,'see,装敬密度 J卑l.2と考えるの

が妥当と思われる｡

(b) 燦蓑圧力の計昇

日野氏等l)による燥轟圧力の計井式は

p-0.000424D2A(2-5.13J

+0.19342)[cgs蝉位]

であるが,実掛 二は同氏の程桑によるモグラムを利用

した方が便利であるからこれによって求めると DG
5,coon/see,ll-1.2の場合には,僻耕圧力 P卑80,CCO

kg:cm2となる｡

4.2 衝動丑よLJ熔碑圧力の計井

(a) 衝 動 豊

浦管爆発の際の衝動駄JVtJは,既述の如く球状故
では衝撃転子に比べると若干の舶矢があって絶対鱗が

小さく出るので.ここでは衝動最の絶対位として餅撃

振子による実封位を採用することとする｡

衝撃振子によるテトリール混成混成雷管の術軌兄

は,弟 l報2.4項で述べた如く6号雷管底方向の場合

に5.7xICr-k･em了津C〕である｡

(ら) 衝 撃 時 間

雷管の爆発により振子に衝撃を与えている時粥の測

鉛 ま困難であるから推定する外はないが,節 l報の写

邦3によれば,2コマ日即ち数 /ISeC後には触最は

大体筋管末端部まで伝達していると思われる｡又一方

館野装鵜の爆速は棚粉部分も含めてIV･均 Jl,COOmJrSeC

粒度と推定されるので,6号雷管の薬筋 2cm を伝近

するに華する時間丁は

===2亡cm]/4,000[m/sec]

-5×10ー6〔secコ-5fLSee

となり,シェリーレン写真 (第 1報の写其3)による

親宅と-敦する｡

然し乍ら衝撃転子に衝撃を与えるのは留守底部の末

端であるから,爆発所要時間:がそのまま振子の衝撃
時間Lにはならないであろう｡そして恐らく節撃時間

tは爆発所要時間Tよりも更に小さいと思われ,る｡従

(286) エ宋火薬臨会談'



ってEを=の半分と仮定すれば

餌撃時間 /-丁/2-2.5FLSee

となる｡

尚実際の振子の振れは,雷管の煤発祈撃のみでな

く爆発ガスの膨既;=よる推進作用にも彫響されると考

えられるが,衝撃振子や球試験で球の動き始めの逮比

の変化を突刺したところによると,雷管が雌花してか

ら振子や球が動き始めるまでの時問の遅れは姥められ

ず,又転子や球が動き始めてから加速されることも認

められか ､｡従って振子や球は雷管の爆発衝撃のみで

駒くと考えて衝撃時間を上記の如く推定することとす

一be

(e) 療尭圧力の計算

衝動最は力積に等しいので M･L･i=Ft,F-JJt･.:Lと

なる｡∫は衝撃力,Jは衝撃時間である｡この式に

(a)項,くb)項で求めた Mt･及びtの他tr･代入すれ

ば

F-2.28×1010[g･cm/sec23

これを菰カの加速壁で除すれば振子に働いた企燦甚

抗力P′を得る

P′-228xloll[g･cm/sec2_i/

980[cm/sec21=23,300[kg]

これは雷管底部の折面前 0.3O2[cm.･]による圧力であ

るから単位面前当りの雷管姪義正力は

p-23,300[kg]/0.302亡cm2j

-77.000[kg/cn23
と なる｡
4.3 位遠よtJ計井した地圧と所動丑よt)計井L

た妨圧との比較

上記計昇結果によれば,倍速より計井した煩圧は約

e〇,CCO[kg/cm:]であり,衝動畳より計昇した鵬EEは

約77,ccO亡kg/cm2]であって大体一致している｡餅勤

軌による計昇には衝撃時間Eを爆発時間Tの半分と仮

定したことに疑問の余地はあるが,それにしてもfiT-1'方

法による計題値が一致することは,術撃拍子によって

川窪された所動盤.Vvの値が絶対値として大体倍概

してよいことを示していると思われる｡

又この計罪によって,衝撃振子や球試験によって求

められる衝動畳,及び J.F.Roth 氏が定超した監虻

の疑念が乗用上の圧力単位で示され,雷管衝撃力の卸

定蕊である祈勤怠の物理的意味が田植になったと考え

るc

V 雷管の衝撃のみによる熔茶盆均拭故

庶達の如く雷管;=よって生ずる衝撃波の初期適度は

VoL21,yo.5,1960

横方向へ約 3,cccm.See,底方向-約 2,ccO恥secであ

リ8),-))-SPHF法による燥燕の臨界術撃感姥は

Comp()sitionBについては約 3,000m/secと軸JE･され

ているのでp),常管の衝撃力は爆薬を起爆し得るか否

かの蝕罪点附近にあると思われる｡従って本項に於て

は SPHF法を利用して雷管の衝撃力のみによってエ

英世薬が起燦Lli来るかどうかを直接抑定することとす

る｡
5.1拭 験 の 方 法

囲4は苅肴が尖施した SPHF法の枕路を示す｡先

ず砂中にIg.さ4mm径 1.Cmmの斜板を匝き,その上

に爆薬 (藁径 32mm)約 三Cgを載せる｡Gapとして

厚さC.33mmの薄い束坂を束ねたものr_,利用し,モ

(-)BU.J
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:ま舶珪よ1)も大きくなると推定される｡

この波蛮憐向を淘定する方法として衝蓉振子を利用

する｡即ち,図5の如く振子と雷管との閥に銅板を起

普,鋼板枚数を変えて振子の振れの角を測定すれ.'f,

銅板枚数による減衰傾向が測定出来るゥ雷管洪料とし

てテトリール混成平底常管を使用した籍巣は兼<の如

くである｡即ち,祷撃力の減敦は銅板5枚で約10,ng粗

度であり,蘇坂10-15枚で約2Cク占窪度と推定される｡

従って SPHF釈放で爆薬に伝達される衝撃力は雷

管畑瓢 こおける祈撃力よl)もlC～ニC/O∠減去したもので

あることを考臆して把かねばならない｡

(b) 雷管による朗板の耳通読験

銅板が Shoc.kPassHeatFiZterとしての役割を果

すために.'土雷管の爆発によって孔の質通しか･､もので

なければならないO

従って図6の如く銅板の下に粘土を匿いて,雷管の

噸発によって銅板何故まで孔があくかを雷管蛙方IJ')1及

拭方向について測定した｡I.¥管試料は JISによる3

号,6号,8号のテト1)-ル混成雷管で,-1'･底野付の

ものである(,

測定紡柴は淡Sの如くである{これによ!)SPHF試

験では6サ雷符の場合には底方向及び快方向井に,鍋

宙 蘭
A(llt如 .･【d.･.～ (ら)Ls･lJ･主l:";tiey

Fig.6 Perforationtestofpileot
copperdiskbydctonatOr
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TAhle6ResultoESPHFtest(refcrcnccFig.4)

NoteO:explosivesELredetonated
b.a:basedirection

×:explosive
sarenotdetonateds.d.;

sidedirection要

約(1) 衝撃振子よりも取に簡単に雷管

術撃力 (析助忠)を求める方法として球妖艶を推寅し

たC球妖験によって測定された衝動鬼の絶対位は衝撃

振子の勘合よりも小さくなるが,比故債としては

相当信頼性があるOで,球試験は蓮兜も安価で操作も前車

であることから,雷管の日常の威力筑敦法として利用

し解る.(2) 雷管諦装薬の密度と倍速よt)近

似的に雷管の類監圧力を計昇することが出来るが,これによって求めた

爆圧と,衝撃振子によって翻定した衝動位から求めた爆圧とは,何れも約 80,CCO〔kgJ'en12] となっ

た｡これによって衝撃板子より軸定された衝動先

の物理的意味が開銀となり,その軸定位の信頼性も明

らかとなった｡(3) 雷管の爆発衝撃を轍 を通して

爆薬に伝えて燥薬を起爆させる耽晩 (所謂SPHF扶

助)を英施して雷管の衝撃力のみによってエ菜爆薬を起爆し得るか 否かを鉄験した｡その藷果新柄ダイナマ

イトは雷管の衝撃で起爆することが出来るが,硝安ダイナマイ

トや新D硝燦のような瀞状爆薬は雷管の衝撃力のみでは鼠燥出来ないことが判明した｡
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diesontheIれitlAtlorLOfExploBive8bytheDetoTLatOr(PartII Theinitiationbytheimpulsivee仔ectoEadetonator(2))

ByI(azuoIda1.As asimplemethodforde

terminingtheimpulseofadetonatOr,the

presentauthorproposed,th

e以ball･t岱t''whiehmeasuresTol.21,No.5,196g (289) theELieddistan

ceoEametalbaIlthrowrLbytheshock

Lron adetonAtor.Theabs



detonatordetermincdbythe "hal)-test''

wasfoundtobesmallerthanthatobtained

bythe"StossPendel",butthe〃ball･test"

givesaseriesofreliablerelativevahJeS.

Furthermore the りbal1･test" isvery

simpleinoperation andnotexpensive,
becausealeadballcanberc･east,Sothe

HbalI･test''seernstobeuseful.lSaroutine

一estOfthestrengthofadetonator.

2.Thedetonationpressureofadctomtoris

ca)culatedapproximatelyfromtheloading

densityandthedetonation ･ヽe)ocityofa

basechargewhileitisalsocalculatedfrom

theimpulsemeasuredbytheuStoss･Pen･

del''.Thevaluesobtainedbythesediuer･

entmethodsprovedtobealmostidentical,

andtheyareabout80,000kg/cm2.

Theresultindicatesthephysicalmean･

ingoftheimpulseoEadetonator.lndthe

reliabilityofabsolutevaluesobtailledlIy

the"Stoss･Pendel汁.

3.BytheSPHF (ShockPassHeatFilter)

method,the presentauthorexamined

wllelberornotan industrialexplosive

couldbeinitiatedbyapurelyimpulsive

forceofadetonator.

HShinkiri･dynamite"(Ammoniagelatine

dynamite)couldbeinitiatedbytheshock

inthesidedirectionofa.No.6delonalor,

while"Sh8an-dynBLmite''(Permittedsemi･

gelatine)and〟Sh8an･bakuyakn''(Permit･

tedammonium nitrateexplosives)fas)ed

bytheshockfromadetonatorbothinthe

directionsofsideandaxis.

笛酸水銀の結晶 と感度

長 山征悦 ･水島容二郎●

1 序 旨

雷機の水銀盤には第一境と第二盤があるが,荊一一塩

の火窮的性質は従来全く記述がなく取扱安全性は全く

不明であった｡また第二水銀盤すなわち雷兼は従来広

く起爆薬として利用されているが創造条件または再紡

晶の方法によっては軽々興った外形の紡曲が得られ.

当然その火薬的性質も異ると考えられ取扱上考慮を賓

すると思われるので第-塩および第二城の紡JVl形と火

薬感!掛こつき研究した｡

実施した感度妖艶は発火点.輝線感蛙,搭槌感度,

-雷先火花感度である｡

2 結 晶 の 生 成

2.1雷醸第-水銀の製法

2.1.1L.W苗hlerの製法1)
L Wiihler他が8FL々 の雷酸塩を台地するに用いた

方法で3%ナトリウムアマルガムと富来ir･アルコール

やで按放させて雷酸ナ トリウム NaO.T(Cのアルコー

唱和35年-7月2日l安だ.
+ 朋耳工貢式玖所苅七g一課 神奈川R宇掛 !7-

10

ル溶液を得,これと硝酸崩-水虫との諜分,Qf･で富酸第

一水銀を'hる方法である｡本法を実施する:=富酸ナ ト

リウム溶液中に混在するNaOHのため,得.JL=第一水

銀塩試料中に酸化水魚,水銀粒が混入しその分相は日

経であった｡

2.1.2正 接 製 法
アルコールと碑酸水鍬 こよる雷兼生成反応で.7,ン

コールを増して還元性で扱世に行わせれば,留求のか
わりに晋酸第一水銀を科る王)｡若者らの製法は次の通

りである｡水銀 6g,硝酸(a-I.45)38ccおよびアル

コール100ccを況合して (50±0.5)OCに1-2hr保

ち白色沈勲として雷酸第一水銀を科た｡純度は99.3,%'

であった｡

2.I.3性 質

微細の無色片状結晶で光学異方性を示したL(岡 t)

水とアンモニア水に是浮で少時ののち分解し鼎灰色を

鼓した｡チオ稔酸ナトリウム水溶液には分解しながら

浮解しアルカリを生ずる｡

純壁の測定には雷兼の場合とおなじくこのアルカリ

(290) エ乗火炎泣虫二法


